
　生命誕生にあって、子育ての重点となる施策である。３歳児健康診査への医師体制の充実や個別心理相
談の回数増加、在住外国人への周知など、台東区の実情に即した改善等がみられる。妊婦健康診査や乳
幼児健康診査の受診率が目標に若干届いていない点は改善の余地がある。医療機関、地域コミュニティな
どの諸機関との連携を図りつつ、改善してほしい。
　妊婦や乳幼児健康診査の受診率における課題の実態把握は困難ではあると思われるが、引き続き乳児
家庭全戸訪問等をきめ細かに行うことも欠かせない。また、若者世代に対して、「ゆりかご・たいとう面接」の
意図を伝えるガイダンスの機会を提供することも工夫してほしい。事後対応だけでは間に合わない現状が
あるのではないか。これに関する事業は、乳児家庭全戸訪問が訪問指導率１００％を目標とするように、実
施率１００％となることを期待したい。

施策の指標

学識経験者
からの意見
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（施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえて評価）
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妊婦健康診査受診率 ９６％

　平成２８年度より、妊婦を対象に保健師等の専門職が面接相談を行う「ゆりかご・たいとう面接」を実施し、
面接を通して、妊娠期の早い段階で妊婦健診から子育て支援までの行政サービスの案内を行い、妊婦健
診や乳幼児健診の受診率や乳児家庭全戸訪問率の向上を図っている。さらに、乳児家庭全戸訪問では、
長期里帰り者について、里帰り先の自治体に訪問依頼を行うことで母子の状況把握を行い、また、訪問辞
退者については、子ども家庭支援センターと連携して、状況把握や支援対策を行っている。育児相談・子ど
も医療費助成については、行政計画事業の目標を達成しており、区民が不安なく出産・育児できる体制の
整備が進んでいる。しかしながら、施策の指標である妊婦健康診査受診率や乳幼児健康診査受診率は、
計画事業の目標を達成しておらず、外国人妊婦も含め長期里帰り妊婦に対しての対応が今後の課題であ
る。

　Ａ　順調である

　Ｃ　課題がある

　Ｂ　一部課題がある
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乳幼児健康診査受診率 ９４％
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平成２９年度　施策評価シート
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Ⅲ　暮らしやすいまち

Ⅲ-２．次の世代の育成

（１）安心して子育てできる環境づくり

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 乳幼児の健全な養育環境の確保

子どもの健やかな育ちの支援 主
管

健康部

27年度
目　標

（36年度末）

［

⑩

②

③

⑤

子どもの健康を保持するための支援

63 ］

⑥

⑦

⑧

● 妊娠期からの継続した母子の健康づくりにより、すべての子どもたちが健やかに成長できています。
● 区民が不安なく出産・育児できる体制が整っています。
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